
文
教
厚
生
委
員
長
報
告（
概
要
）

議
案
４
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

歯周病予防健診　受診券
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中
村
哲
康 

委
員
長

　
　
　
疾
病
別
費
用
額
の
中

で
、
歯
肉
炎
及
び
歯
周
疾
患

の
割
合
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
背
景
に
何
か
理
由
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
事
業

の
中
で
歯
周
病
予
防
健
診
を

し
て
お
り
、
そ
の
受
診
割
合

が
と
て
も
低
く
、
虫
歯
に

な
っ
て
か
ら
受
診
さ
れ
る
方

が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
歯
周
病
予
防
健
診
の

受
診
率
の
低
さ
か
ら
、
対
策

の
余
地
や
費
用
額
を
下
げ
る

方
策
が
、
ま
だ
残
っ
て
い
る

な
ら
ば
、
今
後
の
検
討
課
題

で
は
な
い
か
。

　
　
　
昨
年
度
ま
で
特
定
健

診
受
診
券
と
一
緒
に
同
封
し

て
い
た
た
め
、
市
民
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
今
年
度
は
、

自
治
会
配
布
で
周
知
を
し
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を

考
え
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
国
保
の
令
和
４
年
度

末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
が

約
９
億
円
だ
が
、
感
染
症
や

伝
染
病
が
突
発
的
に
出
た
時

に
対
応
す
る
た
め
に
国
保
の

被
保
険
者
数
に
対
し
て
は
、

本
市
の
場
合
、
基
金
は
ど
の

く
ら
い
必
要
か
。

　
　
　
以
前
は
診
療
報
酬
の

保
険
者
負
担
分
の
３
か
月
分

が
妥
当
と
言
わ
れ
て
お
り
、

15
億
円
程
度
必
要
に
な
る
か

と
思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、

基
金
の
状
況
が
変
わ
り
、
県

が
全
体
的
な
財
政
運
営
を
担

い
、
納
付
金
で
医
療
費
を
補

う
よ
う
に
な
っ
た
。
基
金
に

つ
き
ま
し
て
は
今
後
国
保
の

税
率
が
大
き
く
上
が
ら
な
い

よ
う
に
、
基
金
を
取
り
崩
し

な
が
ら
統
一
保
険
料
に
近
づ

け
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
疾
病
別
費
用
額
の
上

位
５
つ
の
中
で
、
唯
一
、
骨

折
の
み
が
外
傷
性
で
あ
り
、

転
ん
だ
り
、
ぶ
つ
け
た
り
し

な
い
限
り
起
こ
ら
な
い
疾
患

で
あ
る
。
骨
折
に
対
し
て
市

と
し
て
取
り
組
み
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
骨
折
に
つ
き
ま
し
て

は
、
骨
折
予
防
事
業
や
島
原

地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

介
護
保
険
課
で
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
、
骨
折
し
な
い
よ
う
に

筋
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
折
れ
に
く
く
な
る
体

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、

人
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が

多
い
と
思
う
が
、
例
え
ば
、

柔
ら
か
い
床
や
滑
り
に
く
い

床
に
変
え
る
と
い
う
事
業
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
介
護
保
険
の
事
業
に

お
い
て
、
住
宅
に
転
倒
防
止

用
の
手
す
り
や
段
差
解
消
の

た
め
の
補
助
金
が
あ
る
。

　
　
　
自
宅
以
外
で
高
齢
者

が
集
ま
る
施
設
や
病
院
に
対

す
る
補
助
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
医
療
機
関
な
ど
に
関

す
る
補
助
金
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

〈
そ
の
他
の
付
託
案
件
〉

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

【
認
定
第
２
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
認
定
第
３
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
30
号
】南
島
原
市

社
会
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
議
案
第
32
号
】令
和
５
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

【
議
案
第
33
号
】令
和
５
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
議
案
第
31
号
】令
和
５
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

農
林
水
産・建
設
委
員
長
報
告（
概
要
）

議
案
３
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

堂崎港埋立地
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小
嶋
光
明 

委
員
長

　
　
　
現
在
、
こ
の
条
例
に

該
当
す
る
施
設
は
南
島
原
市

に
な
い
の
か
。

　
　
　
そ
れ
を
認
定
し
た
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
な
い
。

　
　
　
堂
崎
港
埋
立
の
水
源

調
査
と
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な

の
か
。

　
　
　
電
気
探
査
に
よ
り
、

ど
う
い
う
地
層
が
あ
る
の
か

調
査
を
す
る
業
務
で
あ
る
。

　
　
　
調
査
は
、
い
つ
ま
で

予
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

堂
崎
港
は
単
独
で
水
を
確
保

す
る
前
提
で
、
調
査
を
す
る

の
か
。

　
市
全
体
を
調
査
し
、
今
の

水
源
を
利
用
す
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
堂
崎
港
内
の
水
資

源
調
査
で
確
保
で
き
れ
ば
、

そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
考

え
方
な
の
か
。

　
　
　
調
査
は
今
年
度
末
ま

で
で
、
水
源
調
査
の
目
的
は
、

堂
崎
港
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
全
体
の
水
が
不
足
す
る

た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
利
用

す
る
計
画
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　
堂
崎
港
で
ど
れ
く
ら

い
の
水
が
確
保
で
き
る
調
査

な
の
か
。

　
　
　
調
査
目
標
水
量
は
、

一
日
あ
た
り
１
千
ｔ
の
調
査

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
余
剰
水
が
６
０
０
ｔ

合
わ
せ
て
１
，
６
０
０
ｔ
で
、

口
之
津
、
加
津
佐
方
面
の
水

供
給
が
不
安
定
な
状
況
の
た

め
、
全
体
的
な
水
量
の
見
直

し
の
調
査
を
す
る
。

　
　
　
調
査
す
る
エ
リ
ア
は
、

堂
崎
埋
立
地
内
の
調
査
な
の

か
、他
の
地
域
で
調
査
な
の
か
。

　
　
　
予
定
で
は
３
か
所
程

度
、堂
崎
か
ら
布
津
に
か
け
て

の
土
地
の
調
査
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
１
千
ｔ
程
度
の
使
用

が
見
込
ま
れ
、
水
不
足
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
く

ボ
ー
リ
ン
グ
を
掘
る
調
査
を

実
施
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る

程
度
調
査
を
し
た
う
え
で
実

施
す
る
と
思
う
が
、
新
た
に

ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
こ
と
に
よ

り
、
既
存
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の

水
量
が
減
っ
た
と
い
う
事
案

も
あ
る
。
そ
の
点
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
既
存
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
水
量

が
減
っ
た
場
合
、
補
償
問
題

に
な
る
と
思
う
が
、そ
の
辺
も

考
え
て
、調
査
を
す
る
の
か
。

　
　
　
周
り
の
個
人
の
ボ
ー

リ
ン
グ
の
影
響
調
査
も
実
施

す
る
。
ま
た
、
揚
水
試
験
も

ボ
ー
リ
ン
グ
の
時
に
は
必
ず

行
い
、
近
隣
の
ボ
ー
リ
ン
グ

の
水
位
が
変
化
し
な
い
か
検

討
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
　
　
調
査
す
る
箇
所
を
特

定
し
た
ら
、
周
り
の
ボ
ー
リ

ン
グ
は
何
か
所
あ
る
の
か
、

半
径
３
０
０
ｍ
は
調
査
を
す

べ
き
で
あ
る
。
地
下
水
は
全

部
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
後
の
工
事
ま
で
考
え
て

す
る
の
か
。

　
　
　
揚
水
試
験
実
施
に
よ

り
、ほ
か
の
水
源
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
の
か
調
査

し
、今
後
の
事
業
を
進
め
て

い
く
。

　
　
　
堂
崎
港
か
ら
余
剰
水

を
口
之
津
、
加
津
佐
の
ほ
う

に
や
る
の
に
本
管
は
、
１
㎞

大
体
幾
ら
か
か
る
の
か
。
ま

た
、
本
管
を
つ
な
ぐ
こ
と
に

よ
り
、
口
之
津
、
加
津
佐
は

ダ
ム
か
ら
取
水
し
な
く
て
も

い
い
の
か
。

　
　
　
配
管
は
、
1.5
㎞
ぐ
ら

い
を
想
定
し
、
約
３
億
円
の

配
管
費
用
が
必
要
。
ま
た
、

口
之
津
、
加
津
佐
の
水
源
は
、

ダ
ム
の
取
水
７
０
０
ｔ
の
ほ

か
、
年
間
平
均
一
日
あ
た
り

３
０
０
ｔ
ほ
ど
河
川
か
ら
の
取

水
が
必
要
な
計
画
で
あ
る
。

　
ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
箇
所

で
、
水
が
枯
渇
す
る
と
い
う

話
が
あ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
実

施
前
に
、調
査
を
十
分
行
い
、

ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
、
水
で

困
っ
た
場
合
は
、
補
償
す
る

こ
と
を
市
民
へ
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
予
算
が

成
立
し
、
発
注
、
入
札
後
、

住
民
か
ら
反
対
さ
れ
、
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
そ
の
辺
を
十
分
考
え
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
ほ
と
ん
ど
の
経
営
指

標
が
悪
い
数
字
に
な
っ
て
い

る
が
、そ
の
説
明
と
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
経
費
回
収
率
は
、
料

金
回
収
で
経
費
を
賄
っ
て
い

な
い
状
況
。
今
後
老
朽
管
等

の
更
新
事
業
が
必
要
な
た
め
、

料
金
改
定
を
見
据
え
な
い
と

い
け
な
い
。
今
年
度
中
に
審

議
会
を
開
き
答
申
を
受
け
、

来
年
度
協
議
を
行
い
、
令
和

７
年
４
月
分
か
ら
料
金
改
定

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
料
金
体
系
が
異
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
統
一
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
料
金
体
系
は
、
下
水

道
事
業
で
、
公
共
下
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
、

一般
会
計
で
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
プ

ラ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

懸
念
事
項
と
な
っ
て
い
た
料

金
統一を
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
付
託
案
件
〉

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
29
号
】南
島
原

市
手
数
料
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
31
号
】令
和
５

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
認
定
第
４
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
認
定
第
５
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
34
号
】令
和
５
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

そ
の
他
の
意
見


